




　当社の海外事業も半世紀にわたる歴史の中で、時代の推移と

共に大きく変化してきました。

　当社が海外進出を決断した時期は昭和 30 年代後半で、その時

代は、戦後植民地からの独立を果たしたアジアの国々が、自国の

近代化と発展をめざし第1次産業主体の経済から工業化へと舵を

切り、先進国から最新技術を持った企業を誘致すべく社会基盤整

備に着手し始めた時です。

　当時、多くのアジアの国々における建設技術や契約の準拠する

法制度は、旧宗主国（イギリス・オランダ・フランス等）から伝来

したものがそのまま使用されており、競争相手もほとんどが旧宗主

国系の企業でした。そのような競争相手国の制度下での競争では、

まだ日本の技術を売る余地は無く、低価格・高品質そして正確な

工程管理が日本企業の武器でした。

　この時期日本は高度成長期に入り日本全体が建設ブームに沸

き、建設会社の目は国内の新たな需要に対処する技術開発・設備

投資に向き、海外事業はごく一部の限られた人達が細々と行って

いた業務でした。

　翻って、国内建設市場は1992年度をピーク（建設総投資額 84

兆円）に年々縮小し、また2005 年から始まった日本の人口減少と

相俟って、建設産業は国内市場だけでは需給バランスが崩れ、供

給過多に直面する時代となってきています。

　一方、世界はグローバル経済の時代へ突入し、資源や安価な労

働力に恵まれた新興国が経済力を飛躍的に伸ばしインフラ需要を

生み、一昔前の援助国・被援助国の関係から純粋なビジネス市場

へと変貌してきています。安定した経営を続けるためには、安定し

た市場が必要です。商習慣は違いますが、目を国外に向けた時、

世界の建設市場は無限の広がりを見せています。

　当社はこの10 数年間、環境を重視する循環型社会の流れに応

える先駆的技術を開発し、建設工事に資源保護・省エネの視点を

持って取り組んで来ました。今日の世界のインフラビジネスのキー

ワードは「高品質」「適正価格」「環境」そして「スピード」です。

当社の技術の引き出しにはこの４つのキーワードを満足させる

多岐にわたるソリューションがあります。

　一例を挙げれば、通常土木工事では大量の土砂や石材が必要

ですが、昨今は環境保護の観点から十分な天然材を確保する事

が困難な国が多くなってきています。このような国で土木工事を行

うためには、代替材を適正価格で大量に安定供給できる技術提案

が求められます。空港・港湾建設等大型土木工事で培ってきた多

種類の地盤改良技術と大型作業船等による大量施工手段を有す

る当社は、新時代の環境下で新興国の国土発展と生活の向上に

寄与できる大きな可能性を持っています。

　当社の海外事業の方針は「緩やかな拡大」です。

　一般的に日本の建設業の海外進出は多くのリスクを

伴うと言われていますが、謙虚に過去の経験に学

び、社内外の研修・海外留学・トレーニー制

度（半年間の現地での海外実務研修）・

ＯＪＴ等々、あらゆる機会を通じて

社員の潜在的な可能性を引き

出してゆく事で、当社の海

外事業を緩やかに拡

大してゆきます。
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